
平成 30年度 聖母の園保育園 自己評価結果 

＊保育所の自己評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・早朝・夕方の保育の間も年齢に応じた活動が安全にできるよう、 

 乳児と幼児が別れた活動の時間を増やした。また、保育室、 

 ホールなど空間的環境と遊ぶ玩具の充実などを見直した。 

 

 

 

 

 

＊今年度の取り組み状況 

＜努力した点＞ 

・外遊びや園外保育中の安全面に配慮し、園外保育マニュアルの見直しとその

内容についての園内研修を行い、全職員で周知し共通理解したうえで保育を

行なってきた。 

・保護者の方から要望のあった、おやつの献立を見直し、改善した。乳児クラ

スの午前おやつ、全体の午後おやつに手作りのものを増やした。 

 

＜改善点・課題＞ 

 ・保育中のケガの把握と職員間の伝達、保護者への伝達等、不十分なことがあ

った。室内外に限らず、一人ひとりの行動把握ができる職員配置を考え、職

員が連携して保育を行っていく。朝夕の時間外保育の際には、伝達もれがな

いよう確実に伝え、情報を共有していく。 

Ⅰ 1.子どもの最善

の利益の考慮, 

88.5 ％

Ⅱ 1.子どもの福祉

を増進することに

最もふさわしい生

活の場, 86.4 ％

Ⅱ 2.生活と発達

の連続性, 85.2 ％

Ⅱ 3.養護と教育

の一体的展開, 

86.2 ％

Ⅱ 4.環境を通じて

行う保育, 85.6 ％

Ⅲ 1.家庭と緊密

な関係, 91.1 ％

Ⅲ 2.地域におけ

る子育て支援, 

86.0 ％

Ⅳ 1.健康及び安

全の実施体制, 

87.8 ％

Ⅳ 2.職員の資質

向上, 84.1 ％

Ⅳ 3.運営・管理、

社会的責任, 87.2 ％
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